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はじめに：窒化珪素（SiNx）は太陽電池用鋳造多結晶シリコンに存在する主な軽元素析出物で

あり、ファイバーやフィラメントなどの形態でインゴットに分布する。窒素はおもに離型剤から Si

融液中に溶解し、結晶成長とともに融液中に濃縮され、固溶限界を越えると結晶中に析出する。窒

化珪素析出物は、主にβ-Si3N4の結晶構造を持つと報告されている。前回は、融液対流の乱れによっ

て、結晶成長の早い段階で窒化珪素析出物が形成されることを報告した。今回は、窒化珪素析出物

の形態、構造、組成を評価して、析出機構を検討した。

実  験： 一方向凝固法で育成したΦ100mm×85mmのインゴットのうち、中心部分に窒化珪素析出

物のある‘Butterfly’インゴットを試料とした。このウェハをエッチングし、析出物を表面に露出さ

せ、SEMによる形態観察とカソードルミネッセンス（CL）による発光評価を行った。また、SEM-

EDXで析出物の組成を調べた。

結  果：  図１(a,b)に、Butterfly領域で観察されたフィラメントとファイバーの SEM像を、(c)に析出

物の各部分における CLスペクトルを示す。300nmのピークは析出物が Si3N4であることを示して

いる。620nmのブロードなピークは、酸素不純物によると考えられるが、その濃度は高くはないで

あろう。講演では、融液対流の乱れを考慮した析出のメカニズムを検討する。

      

        図 1．(a)フィラメント,(b)ファイバーの SEM像。(c)各部分における CLスペクトル。
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